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第１回北上市政策評価委員会会議録（要旨） 

 

１ 議題 

(1) 委嘱状交付 

(2) 市長あいさつ 

(3) 委員長、副委員長の選任 

(4) 専門部会員、部会長の選任 

(5) 外部評価概要説明 

(6) 専門部会ごと対象案件説明 

 

２ 全体会での会議の概要及び主な意見等 

(1) 委嘱状交付 

   10名の委員のうち当日出席した８名の委員に対し、髙橋敏彦市長より委嘱状の

交付を行った。 

(2) 市長あいさつ 

(3) 委員長、副委員長の選任 

     委員の互選により、委員長に山田委員、副委員長に佐藤委員を選出した。 

(4) 専門部会員、部会長の選任 

     委員長の指名により以下の通り専門部会員及び専門部会長を決定した。 

   ア）行政評価検証専門部会 

    佐藤委員（部会長）、岩渕委員、髙樋委員、西出委員、和田委員 

   イ）出資法人等協働評価専門部会 

    山田委員（部会長）、青木委員、小野寺委員、宗和委員、谷藤委員 

(5) 外部評価概要説明 

     事務局から外部評価導入にいたる経緯、外部評価の導入方針、今後の日程につ

いての説明を行った。 

   【主な意見等】 

日  時 
平成23年８月４日（木）午後１時～３時40分 

（全体会：午後１時～３時、専門部会：午後３時10分～３時40分） 

場  所 北上市市民交流プラザ 

出 席 者 

(1)委員 ８名 

山田晴義委員長、佐藤徹副委員長、岩渕公二委員、小野寺純治委員、宗

和暢之委員、髙樋さち子委員、谷藤邦基委員、和田明子委員＿（青木一

郎委員、西出順郎委員は欠席） 

(2)市長、副市長及び事務局 

傍 聴 者 ２名 
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   ・評価の仕組み自体へのコメントは求められているか。 

    →評価の仕組みについても意見をいただきたい。 

     ・担当課へのヒアリングの機会は用意されているか。 

    →委員会での説明は担当課の職員が行う予定としている。 

   ・それぞれの部会の結論を出すに際し、全体の会議はもつのかどうか。 

    →最初と最後には全体会をもつべきと考えている。ただし、今回は日程的に

押していることもあり、予備日としているところで開催できるかどうか、ま

だ結論は出ていない。 

 

３ 専門部会での対象案件説明 

専門部会ごとに分かれ、事務局から対象案件の概要説明を行った。 

 

(1) 行政評価検証専門部会 

  対象案件 

1 
重要課題 

 経営改革（公の施設の見直し）の考え方について 

2 
重要課題 

 夏油保養温泉専用水道の対応について 

3 
重要課題 

 下水道事業の経営について 

4 
施策及び事務事業 

 高齢者が活躍できる場の確保について 

5 
施策及び事務事業 

 子育てと仕事の両立の支援について 

【主な意見等】 

ア）経営改革（公の施設の見直し）について 

   ・継続協議となっている施設の数は。 

    →８施設が対象。 

   ・各施設個々の評価をするということか。 

    →全体の方向性の評価をいただくことになる。 

 ・統廃合等の方向で現在動いているものはどのくらいか。 

    →昨年度に地元移管や廃止などで方向性を確認したのは30施設。 

   ・次回の評価の前に、個々の施設の事情、住民からの要望などが分かる資料を

頂けると分かりやすい。 

イ）夏油保養温泉専用水道の対応について 

 ・水質等が悪くなったということか。 

 →平成以降の基準が厳しくなり、現在の基準に対応する設備とはなっていな
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いということ。 

ウ）施策について 

 ・外部評価シートの記入のタイミングはいつになるか。 

→外部評価シートは各委員にそれぞれ記入していただき、それを事務局で集

約し次の専門部会で評価のすり合わせ、専門部会としての評価のとりまとめ

をお願いしたい。 

 

(2) 出資法人等協働評価専門部会 

  対象案件 

1 
情報格差の解消・情報通信技術の活用 

 和賀有線テレビ（株）、北上ケーブルテレビ（株） 

2 
市街地再開発事業 

 北上開発ビル管理（株） 

3 
市街地再開発事業 

 北上都心開発（株） 

4 
黒沢尻西部土地区画整理事業について 

 黒沢尻西部土地区画整理組合 

5 
夏油高原スキー場の運営について 

 夏油高原開発（株） 

【主な意見等】 

・評価対象の選定理由は。 

→北上市の出資する第三セクター等の中で、経営の課題や問題点を抱えている

法人について、また、直接的な出資ではないが財政的支援など関係の深い法人

について選定した。 

・法人の担当者に直接意見を聞くことができるか。事業者や、市民ないし利用者

の意見はできれば聞きたい。 

   →各法人の経営者ないし担当者に来ていただくよう調整したい。 

・実質の議論が２回しかないので、できればこの５件を分けずに通しで見ていく

ほうがよい。 

・夏油高原スキー場については民間企業が経営しているということであれば、経

営そのものに対する議論ではなく、市の関与の在り方についての検証という議論

になることでよいか。 

   →そういうことになる。 

 

 

 

 


